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目

次

て

ほ

し

が

含

工
、
小
売
市
況
面
か
ら
見
た
消
費
情
袈
の
動
向

付
百
貨
庖
兜
上
高
の
動
向

同
一
般
小
売
脂
の
売
上
高
の
動
向

伺

要

約

一一一
、
家
計
支
出
面
か
ら
み
た
消
賀
需
要
の
動
向

ハ
門
消
費
支
山
の
推
移

同
賛
同
別
に
み
た
消
費
支
出
の
動
向

伺
要
約
並
び
に
小
売
市
況
面
か
ら
み
た
結
果
と
の
突
合

四
、
家
計
収
入
の
動
向
及
び
消
費
支
出
と
の
関
係

ハ
円
可
処
分
所
得
の
推
移

ω
可
処
分
所
得
と
消
費
支
出
と
の
関
係

五

、

む

す

び

て

は

し

が

き

消
俊
需
要
の
動
向
如
何
は
、
金
融
引
締
め
の
効
果
法
活
の
指
標
と
し
て
極
め
て
霊
変
で
あ

る
。
特
に
今
次
の
緊
縮
政
鈍
の
場
合
の
よ
う
に
、
投
資
の
抑
制
を
原
動
力
と
し
て
デ
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
推
進
せ
ら
れ
る
場
合
は
、
先
ず
投
資
需
製
の
減
退
が
起
り
、
そ
れ
が
延
い
て
消
費
掃
喪

を
減
退
せ
し
め
る
ご
と
と
な
る
が
、
そ
れ
は
次
の
二
つ
の
経
路
を
経
て
で
占
の
っ
て
、
そ
の
い
ず

れ
を
経
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
進
展
の
度
合
に
対
す
る
判
断
も

当
然
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
二
つ
の
経
路
を
開
示
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

金
融
引
締
め
政
策
下
の
消
費
需
裂
の
動
向
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抑
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↓
要
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退

下
落
/
ピ
羽
生
産
↓
雇
用
縮
小

l
所
得
¥
消
費
需
要
の
誠
退

む

減

少
J
賃
銀
切
下
J
減

少
|

こ
の
場
合
抑
制
さ
れ
る
投
資
は
、
勿
論
、
設
備
投
資
の
み
な
ら
ず
、
在
陣
投
資
を
も
含
む
。

し
た
が
っ
て
物
川酬
の
下
落
は
生
産
財
ば
か
り
で
な
く
、
消
費
財
に
つ
い
て
も
生
ず
る
。
そ
れ
は

消
費
者
の
買
控
え
を
誘
い
、
消
費
出
向
喪
の
減
退
を
招
〈
、
物
価
の
下
落
は
消
鎚
需
要
を
却
っ
て

増
加
さ
せ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
が
、
物
価
の
下
落
傾
向
が
つ
づ
く
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

前
者
の
効
県
の
方
が
よ
り
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
所
持
の
低
下
が
な
い
場
合
に
は
、
そ
こ
に
当
然

貯
蓄
の
増
加
が
あ
る
符
で
、
こ
れ
が
山
の
場
合
で
あ
る
。

物
川
の
下
落
は
、
企
業
利
測
の
低
下
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
か
ら
対
抗
手
段
と
し
て
生
成
の
縮

小
が
図
ら
れ
、
冗
員
の
盤
抑
-
或
は
賃
銀
の
切
下
げ
が
行
わ
れ
る
。
毘
周
或
は
賃
銀
は
、
労
働
の

組
織
化
の
進
ん
だ
現
在
で
は
か
な
り
硬
直
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ

の
結
果
は
所
得
の
減
少
が
起
り
、
消
費
需
要
が
減
退
す
る
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
は
山
の
場
合

と
裁
な
り
、

貯
帯
性
向
の
低
下
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
消
賀
市
要
の
減
退
を
阻
む
と
と

に
も
な
る
が
、
そ
の
実
質
的
な
度
合
は
、
消
費
財
小
売
価
絡
の
低
蒋
と
所
得
減
少
と
の
相
閑
々

係
に
よ
っ
て
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
山
の
経
路
を
経
て
生
ず
る
消
費
需
要
の
減
退
は
、
い
わ
ば
価
特
効
果
と
し
て
の
減

少
で
あ
り
、
聞
の
経
路
を
経
て
生
ず
る
の
は
、
所
持
効
果
と
し
て
の
減
少
で
あ
る
。
所
得
に
変

化
な
く
、
貯
蓄
性
向
の
向
上
の
み
に
よ
っ
て
生
じ
た
消
費
需
要
の
減
退
は
、
そ
の
底
に
潜
在
購

買
力
の
増
加
を
含
ん
で
い
る
か
ら
、
若
し
何
等
か
の
事
情
に
よ
っ
て
物
価
が
服
鈎
に
転
ず
る
よ

う
な
こ
と
で
も
あ
れ
ば
、
直
F
・
、
反
転
し
て
増
加
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
所
得
効
果
と
し

て
の
消
費
稲
袈
の
減
退
は
そ
れ
程
に
は
弾
力
的
で
あ
り
得
な
い
か
ら
、
相
対
的
に
み
て
前
の
場

合
よ
り
安
定
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
現
実
の
消
費
需
裂
の
減
退
が
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
椴

然
と
割
り
切
る
こ
と
は
、
勿
愉
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
誕
紫
が
強
い
か
に
よ
っ
て

大
凡
の
判
定
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
〈
は
な
い
し
、
前
述
し
た
よ
う
な
な
味
で
糧
め
て
盟
嬰
で

も
あ
る
。

以
下
は
か
か
る
見
地
か
ら
、

る。

消
貨
部
裂
の
動
向
に
つ
い
て
の
設
耐
を
問
み
た
も
の
で
あ

一
一一一一一
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等

二
、
小
売
市
況
面
か
ら
見
た
消
費
需
要
の
動
向

先
ず
消
費
需
要
の
動
向
を
小
売
市
況
の
面
か
ら
知
っ
て
み
よ
う
。

付

百

貨

庖

売

上
高
の
動
向

山

総
売
上
高
の
推
移

日
本
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
協
会
調
に
よ
る
全
国
百
貨
問
の
月
別
売
上
高
に
基
会
二
十

八、

二
十
九
両
年
中
の
各
月
の
前
年
同
月
比
増
減
率
を
求
め
て
み
る
と
、
第
一
表
の
と
お
り

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、
二
十
八
年
の
売
上
高
は
、
消
鋭
景
気
の
年
と
い
わ
れ
た

ご
十
七
年
に
つ
づ
き
極
め
て
好
調
な
推
移
を
辿
り
、
前
年
を
二
四
・

一二
%
も
上
廻
る
突
搬
を

あ
げ
た
。
二
十
七
年
の
前
年
比
増
加
率
は
二
二
施
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
更
に
上
廻
る
増

加
率
を
示
し
た
わ
け
で
、
と
の
而
か
ら
み
る
限
り
二
十
八
年
も
前
年
に
劣
ら
ぬ
消
費
景
気
の

年
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
=
十
九
年
は
さ
す
が
に
地
勢
純
化
し
、
通
年
の
前
年
比
噌

加
率
は
一

-一
一
忽
と
前
年
の
増
加
率
の
半
分
近
〈
に
低
下
b
z
示
し
て
い
る
。

そ
の
抗
移
を
月
別
に
辿
っ
て
み
る
と
、
三
月
以
昨
前
年
同
月
比
二
割
増
の
線
を
訓
り
、
前

後
次
第
に
逓
減
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
勿
論
そ
の
カ
I
ヴ
は
単
訓
で
は
な
く
、
九
月
、
十
一

月
の
ご
と
き
は
殆
ど
前
年
同
月
に
近
い
水
準
に
落
ち
て
い
る
一
方
、
十
月
は
逆
に
急
上
昇
を

示
し
て
い
る
が
、
と
れ
に
つ
い
て
は
、
二
十
八
年
は
秋
冷
の
訪
れ
が
早
か
っ
た
の
に
、
二
十

九
年
は
残
暑
が
な
が
〈
つ
づ
い
た
後
十
月
に
入
っ
て
急
に
典
例
の
・諜
気
を
迎
え
、
秋
冬
物
衣
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日
本
デ
パ
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y
ト
ス
ト

T
協
会
刻
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単
位
百
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円
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前
年
阿
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比
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・凶

-
Z
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山
〈

A
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(+) 

民u. 

二
三
四

料
の
出
足
が
こ
の
月
に
集
中
し
た
と
い
う
季
節
的
変
動
の
ず
れ
が
大
き
〈
ひ
び
い
た
と
み
ら

れ
る
。
と
ま
れ
月
に
よ
り
高
低
の
山
を
捕
き
つ
つ
も
、

趨
勢
的
に
次
第
に
前
年
同
期
と
の
開

き
を
狭
め
て
い
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
い
ま
四
半
期
毎
に
前
年
同
期
と
の
比
較
を

し
て
み
る
と
、

一

三
月
は
前
年
同
期
比
二
四

・
二
%
の
増
加
で
そ
の
増
勢
に
は
殆
ど
デ
フ

レ
的
兆
候
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
四
ー
六
月
の
前
年
問
則
比
憎
加
率
は
一

一一了

五
沼
、

七
|
九
月
は
九

・
九
沼
、
十

l
十
二
月
は
九

・
六
銘
と
逓
減
し
て
い
る
。

右
は
百
貨
胞
の
販
売
価
格
の
変
動
を
考
服
す
る
こ
と
な
〈
、
単
に
名
目
的
な
売
上
高
に
つ

い
て
み
た
結
果
で
あ
る
が
、
こ
の
聞
の
物
価
の
変
動
を
考
臨
し
、
実
質
売
上
高
の
前
年
同
月

比
七
乞
求
め
て
み
る
と
第
三
表
の
ご
と
〈
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
前
年
同
則
比
増

加
率
は

一
l
一一
一月
は
平
均

一
四
・凹
%
で
あ
っ
た
も
の
が
、
四

l
六
月
は
同
じ
〈
六
・
八
路
、

七
|
九
月
は
六

・
七
%
と
低
下
を
示
し
た
後
十
|
十
二
月
は
逆
に

一
0
・
四
銘
と
回
復
を
示

し
、
名
目
売
上
高
で
み
た
場
合
と
は
や
や
興
っ
た
カ
l
ヴ
を
描
い
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に

そ
の
カ
1
ヴ
の
高
低
が
小
さ
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、

と
れ
は
前
年
同
期
に
比
し
て
の
物

価
の
前
さ
が
一

l
一一
一
月
の
六
、
七
海
高
か
ら
月
が
進
む
に
つ
れ
て
低
下
し
、
十
月
以
降
は
前

年
同
期
以
下
に
落
ち
た
結
果
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
な
他
而
か
ら
み
る
と
デ
フ
レ
の
影
響
が
消

山政
者
物
側
の
上
に
、
よ
り
強
く
現
わ
れ
る
に
つ
れ
て
消
貨
物
匙
へ
の
影
響
が
緩
和
さ
れ
た
と

と
を
物
語
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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五
一

一
一
二
ハ
一

七
・凹

一

一

・
二

前
年
岡
山
酬
の
光
よ
刊
を
註
単
と
し
た
各
月
の
売
上
高
指
数
を
、
百
貨
応
版
先
価
格
前
年
同
月
が
冊
中
指
数
を
以
て
険
し
て
算

ω。
宵
貨
府
阪
光
価
格
の
前
年
間
月
基
準
指
数
は
附
茨
の
と
お
り
。

百

貨

広

販

売

価

格

前

年

同

月

基

準

指

数

一
O
七
・七
一

一O
七
・
O
一

一
O
六
・
四
一

一
O
五
・
八一

一O
五
-E

一

一O
三
・
O
一

一
0
0・
四一

九
九
・
O
一

九
五
・
六一

九
凶
・
六一

九
四
・
六
一

九
四
・
二一

一O
八
・
O
一

一
O
八
・九
一

一
一
一
・七
一

一
一
0
・九
一

一
一
一
・一一
一一

一一一

一・一

一

一
O
九
・
八
一

一
O
λ
・一二
一

一
O
七
・九
一

一
O
五
・
八
一

一
O
二
・九
一

一
O
了
三
一

綜

A 
1::1 

一
O
八
・
二

一
O
七
・五

一
O
七
・三

一
O
六
・七

一
O
六
・八

一
O
五
・四

一
O
三
二
ニ

一
O
二
・一

一0
0・八

九
九
・七

E
U
'
b
'
内
崎

4

4
ノ
イ
ノ

.
Pド

九
八
・ムハ

〈
刑
制
考
)
類
別
指
数
は
総
理
府
統
制
局
側
全
都
市
消
賞
者
物
価
指
数
の
当
該
剣
別
指
数
を
と
り、

綜
合
指
数
は
二
十
八
年
中
の
全
国
百
貨
防
犯
上
官
同
類
別
比
郡
を
ウ
エ
イ
ト
と
し
て
加
盟
平
均
し
て
算
出
し
た
。
ウ
エ
イ
ト
は
次
の
と
お
り
。
衣
料
品
五
三

・

一
二
、
雑
貨
}
二

・
二
五
、
家
庭
周
ロ
山
一
0
・=
一七
、
食
料
品
一
五
・
二
六
。

間
品
種
別
売
上
高
の
推
移

以
上
に
お
い
て
は
、
全
国
百
貨
脂
の
売
上
高
の
推
移
を
総
体
と
し
て
み
た
の
で
あ
る
が
、

次
に
商
品
類
別
に
み
て
み
る
と
、
第
三
表
付
及
び
件
に
み
る
と
お
り
衣
料
品
、
雑
貨
、
家
庇

用
品
の
売
上
の
前
年
同
月
比
増
加
事
は
顕
著
な
逓
減
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
食
料
品
に
お

い
て
は
そ
う
い
う
傾
向
が
現
わ
れ
る
の
が
非
常
に
遅
れ
、
通
年
で
は
逆
に
前
年
以
上
の
増
加

率
会
示
し
て
い
る
。
物
価
の
変
動
を
除
去
し
て
み
る
と
第
一二
表
伺
の
通
り
で
、
食
料
品
も
さ

金

融

引

締

め

政

策

下

の

消

費

需

要

の

動

向

す
が
に
前
年
の
噌
加
率
に
比
べ
る
と
低
下
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
相
対
的
に
見
て
低
下
の

度
合
の
低
い
と
と
に
は
変
り
が
な
い
。
前
年
の
増
加
率
に
比
べ
て
低
下
の
著
し
い
の
は
家
庭

用
品
及
び
雑
貨
で
、
こ
の
こ
と
は
需
要
の
弾
力
性
が
食
料
品
に
お
い
て
低
〈
、
家
庭
用
品
、

雑
貨
等
に
お
い
て
高
い
と
と
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。
衣
料
品
の
突
質
売
上
高
の
増
加

率
の
低
下
が
名
目
売
上
高
で
み
た
場
合
程
に
低
下
し
て
い
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
が
、
ζ

れ
は
物
価
の
低
落
が
繊
維
品
に
お
い
て
特
に
著
し
か
っ
た
こ
と
の
反
映
と
み
ら
れ
る
。

三
一二
五
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八
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月
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凹
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八
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月
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A
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四
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九
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月
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九
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〈
術
品
勺
〉

第
三
袋
の
H
Hよ
り
作
成
。
デ
7
レ

l
p
ー
は
第
二
袋
附
炎
の
指
数
を
佼
問
。

問
地
域
別
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
傾
向

更
に
全
国
百
貨
庖
を
六
大
都
市
と
地
方
都
市
と
に
分
ち
、
夫
々
の
売
上
推
移
を
比
較
し
て

み
る
と
、
前
年
同
期
比
増
加
率
の
低
下
が
六
大
都
市
に
お
い
て
特
に
著
し
く
、
地
方
都
市
で

は
さ
ほ
ど
で
な
い
と
い
う
点
、
特
に
地
方
都
市
に
お
い
て
は
売
上
高
の
前
年
同
期
比
哨
加
率

の
低
下
が
現
わ
れ
た
時
期
が
六
大
都
市
に
比
べ
非
常
に
遅
れ
た
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
る
。

六
大
都
市
に
お
い
て
は
、
丸
、
十
一
の
両
月
は
前
年
同
月
を
下
廻
り
さ
え
し
て
い
る
が
、
地

方
都
市
で
は
な
お
相
当
の
増
加
率
を
示
し
て
い
る。

右
の
ご
と
き
大
都
市
と
地
方
都
市
と
の
聞
に
期
わ
れ
る
差
異
は
、
売
上
高
を
実
質
化
し
て
み

て
も
変
り
は
な
い
が
、
唯
地
方
都
市
百
貨
陪
の
十
|
十
ご
月
の
実
質
売
上
高
が
却
っ
て
前
年
同

期
に
お
け
る
前
年
比
増
加
率
よ
り
高
い
増
加
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
名
目
的

金

融

引

締

め

政

策

下

の

消

費

需

要

の

動

向

な
増
加
率
の
低
下
に
拘
ら
ず
実
質
的
に
は
逆
に
増
加
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
勿
論
物
価

の
低
落
に
娘
一ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
く
デ
フ
レ
l

タ
ー
を
用
い
て
笑
質
化
し
た
六
大
都
市
百

貨
府
売
上
高
で
は
そ
の
時
期
も
や
は
り
前
年
同
期
の
増
加
率
を
は
る
か
に
下
廻
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
大
都
市
と
地
方
都
市
と
で
百
貨
庖
売
上
高
の
趨
勢
に
大
畠
ぜ
な
差
異
が
あ
っ
た
こ
と
を
如
実

に
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
但
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
居
飾
拡
張
が
地
方
都
市
百
貨
自
に
お
い

て
よ
り
著
し
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
り
〈
二
十
九
年
九
月
の
売
場
面
積
は
六
大
都
市
百
貨
屈

で
は
前
年
同
期
比
約
五
銘
増
に
対
し
、
地
方
都
市
百
貨
倍
で
は
約
一
六
路
増
と
推
定
さ
れ
る
)
、

こ
れ
か
ら
直
ち
に
金
融
引
締
め
の
消
費
需
要
面
へ
の
影
響
が
大
都
市
に
お
い
て
よ
り
顕
著
で
あ

っ
た
と
推
論
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
と
こ
で
は
一
応
売
上
高
の
消
長
に
器
提
が
み
ら
れ
る
と

い
う
事
実
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。

二
三
七
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踏
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方
都
市
と
に
分
っ
て
み
る
在
、
第
九
表
の
ご
と
く

等
(
通
産
省
商
業
動
態
統
計
の
織
物
、
衣
服
及
び
身
廻
り
品
)
の
著
し
い
不
振
に
対
し
、
食
料
前
者
の
鈍
化
傾
向
が
相
対
的
に
顕
著
で
あ
る
。

u
m
(
迎
産
省
調
は
主
食
を
含
む
、
本
行
訓
は
加
工
品
の
み
)、
家
庭
用
雑
貨
〈
通
産
省
制
の
荒

(2) 

註

名

目

金
融
引
締
め
政
策
下
の
消
貨
概
要
の
動
向

(吋(+)(+) (吋(け川(-1)(+) (+) 

一一

・一)一

九
・九

九
二
一
八
・ニ

七
・
=一

四
・
五

回
二
一

回
・
五

五
ニ
ハ

質

(+) (吋(+)(+) (+) (+) (-ー)(+) (+) 

(+) (+) (+) (+) (吋←}←)(一)(+) 

一一一
・一一
凶
・六

一二
・七

凶
・四

0
・四

0
・-

一
二
・
一

0
・九

九
二一

名

目

同

一
て
六

刊

一
一
・七

料
一

0
・
二

川
何
人
・七

例

六

・六

川
何
回
・四

川
何
五
・四

例

五

・四

川
内
五
・九

二
四
三
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一
地
方
都
市
一
売
上
高
指
数
一
一
七
八
λ
一

一

一対
前
年
同
月
比
一

一

(
薩
〉
売
上
高
指
数
は
夫
々
二
八
年
一
月
を

一
O
Oと
す
る
指
数
n

前
年
比
増
滋
の
単
位
は
百
分
比
。

伺

要

約

以
上
百
貨
庖
及
び
一
般
小
売
屈
の
売
上
高
に
つ
い
て
そ
の
趨
勢
を
窺
っ
て
き
た
が
、
諸
統
計

資
料
の
示
す
と
こ
ろ
は
厳
密
に
は
一
致
し
な
い
が
、
こ
の
面
か
ら
消
費
需
要
の
動
向
に
つ
い
て

柚
き
出
し
得
る
公
約
数
的
な
要
点
を
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
ろ
う
。

ω
小
売
市
況
面
か
ら
み
た
消
費
稲
要
は
、
総
体
と
し
て
み
れ
ば
前
年
同
期
を
下
姻
り
こ
そ

し
な
か
っ
た
が
、
増
勢
は
著
し
〈
鈍
化
し
、
前
年
同
如
水
単
と
の
開
会
は
、
四
月
頃
の
一

割
増
の
線
か
ら
九
月
以
降
は
五
%
増
程
度
に
狭
ま
っ
た
。

例
百
貨
庖
と

一
般
小
売
底
と
を
対
比
し
て
み
る
と
、

し
い
。

:>': 
z句. 

._一一一芸L

一七八
・七一

川
仰
天
λ
一

一一七
・七一

同
一
七
・七一

一OZ・
回一

例

三
・=一一

一
般
小
克
服
に
お
け
る
低
調
化
が
箸

料
品
目
別
に
み
る
と
衣
料
品
、
家
庭
用
品
、
雑
貨
等
の
需
要
鈍
化
が
相
対
的
に
著
し
い
。

衣
料
品
の
ご
と
き
六
|
九
月
聞
は
前
年
同
期
の
水
準
を
下
廻
る
に
さ
ら
え
至
っ
た
。

併
し
か
し
こ
の
間
の
小
売
物
価
の
変
動
を
除
去
し
、

災
質
的
消
費
需
要
量
の
推
移
を
み
て

み
る
と
、
十
月
以
降
却
っ
て
回
復
の
傾
向
を
辿
っ
て
い
る
。
と
れ
は
小
売
物
価
の
低
落
が

消
費
量
切
詰
め
の
緩
和
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
特
に

一

殻
小
売
庖
の
場
合
い
わ
ゆ
る
高
級
文
化
財
の
先
行
が
十
月
以
降
却
っ
て
前
年
同
期
ーと
の
聞

き
を
大
き
く
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
せ
ら
れ
る
。

例
地
区
別
に
み
る
と
、
大
都
市
程
消
費
需
要
の
鈍
化
傾
向
が
強
い
。
こ
れ
は
所
得
面
の
分

析
を
経
た
上
で
な
い
と
確
言
し
難
い
が
、
金
融
引
締
め
政
策
の
影
響
が
都
市
に
お
け
る
程

甚
だ
し
い
と
と
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
家
計
支
出
面
か
ら
み
た
消
費
需
要
の
動
向

以
上
消
費
需
要
の
動
向
を
小
売
先
上
げ
の
面
か
ら
織
っ
て
み
た
わ
け
で
め
る
が
、
次
に
家
計

支
出
の
面
か
ら
み
て
み
よ
う
。
依
拠
し
拘
る
資
料
は
都
市
家
計
に
つ
い
て
は
総
理
府
統
計
局
調

家
計
調
査
、
農
村
家
計
に
つ
い
て
は
農
林
省
制
農
家
経
済
制
査
で
あ
る
。

H

消
費
支
出
の
推
移

先
ず
都
市
勤
労
者
世
帯
(
註
)
及
び
農
家
家
計
に
お
け
る
消
費
支
出
の
推
移
を
み
る
と
、
第
一

金
融
引
締
め
政
策
下
の
消
費
需
要
の
動
向

一-一入
・九

判

0

・2

一}一七
・ゴ一一

例
千
六
一

一回
0

・九一

同

一
=一
・四一

三六三一
一

例

コ
一主一

一}一一回
・-一一一

H

Z
λ
一

O
表
の
通
り
、
都
市
、
農
村
と
も
前
年
同
期
に
比
し
て
の
増
加
の
幅
が
次
第
に
縮
小
し
て
い
る
。

特
に
都
市
で
は
七
月
以
降
の
低
下
が
甚
だ
し
く
、
十
一
、
十
二
の
両
月
は
前
年
同
月
の
水
準
を

下
廻
る
に
至
っ
て
い
る
。
物
価
変
動
を
調
整
し
た
実
質
水
準
で
は
こ
れ
よ
り
先
既
に
七
月
か
ら

前
年
の
水
準
以
下
に
落
ち
て
い
る
。
し
か
し
農
村
で
は
そ
れ
程
で
な
い
の
み
か
、
一

旦
狭
ま
っ

た
前
年
同
則
と
の
開
き
が
十
月
以
降
や
や
凶
復
の
傾
向
を
さ
え
示
し
て
い
る
。
都
市
と
出
村
と

を
対
比
し
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
都
市
勤
労
者
の
方
が
消
費
支
出
低
下
の
度
合
が
結
し
い
。

以
上
の
ご
と
き
都
市
、
山
村
の
家
計
支
出
面
か
ら
窺
わ
れ
る
消
世
需
要
の
諸
傾
向
は
、
さ
さ

に
小
売
町
か
ら
み
た
と
こ
ろ
と
概
ね
符
合
す
る
。

(註
)
総
理
府
統
計
局
制
「
家
計
調
査
報
告
」
に
拠
る
。
こ
の
↓制
査
の
調
査
客
体
数
は
全
間
約

問
、
ニ

O
O世
帯
(
内
勤
労
者
世
帯
約
二
、

0
0
0、
経
済
審
議
庁
測
の
都
市
消
貨
水

準
は
こ
の
う
ち
東
京
都
勤
労
者
世
帯
に
つ
い
て
の
調
で
あ
る
が
、
そ
の
世
市
数
は
約
三

O
Oで
あ
る
)
で
、
毎
月
調
査
世
帯
の
六
分
の
}
が
順
次
交
替
し
て
行
〈
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。
右
の
中
全
世
帯
に
つ
い
て
は
収
入
面
の
調
査
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
本
稿

で
は
勤
労
者
世
帯
(
全
都
市
)
の
み
を
援
っ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
わ

が
国
全
都
市
の
消
費
者
世
帯
の
家
計
収
支
を
代
表
す
る
も
の
と
見
る
と
と
に
は
世
帯
数

の
点
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
、

印

家
計
収
支
の
原
数
は
対
象
世
帯
収
支
の
単
純
平
均
で
、
客
休
世
帯
の
出
入
り
、
そ

の
聞
に
お
け
る
世
帯
人
員
の
変
動
、
月
に
よ
る
日
数
の
岡
山
同
を
割
強
し
て
い
な
い
。

制
雌
業
別
現
金
給
与
月
額
〈
労
働
省
制
〉
の
九
月
に
お
け
る
全
産
業
平
均
賃
金
が

}

六
、
一
九
六
円
で
め
る
の
に
対
し
、
本
調
査
に
よ
る
実
収
入
は
全
都
市
勤
労
者
世
帯

で
二
五
、
四
二
八
円
(
世
市
主
の
勤
め
先
か
ら
の
収
入
の
み
で
二
三
、
六
八
八
円
)
で

め
る
こ
と
に
み
る
通
り
、
調
査
対
殺
世
帯
が
和
々
上
町
に
備
し
過
ぎ
て

い
る
と
い
う

舷
念
が
あ
る
。

等
の
問
題
が
あ
る
。
農
家
家
計
の
調
査
に
つ
い
て
も
問
様
の
点
が
指
摘
さ
れ
る
の

二
四
五
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一一一九八七六

。
一一

月月月月月 月月

一一-一、九八一

ニ怠、九一円

ニ入、六七人

-一円台一=一

二七、四五七

ニ入、
O

六九

四O
、当一-
一

二
六、芸品
一品

-一人
、同
一一一回

一一己
、問
0
5

二円、
5
0
回

二九、怠四六

五(〕
、一品入九

去、四四百

六、五
日号

車、人一七

回、
}八五

四、七九
エ

五、
百一O
回
へ00
0

穴、九一九一

七、一七
()一

六、四三
()-

凶
、穴式
凶一

一晶
、
=
六八
一

五、
-九入山ハ一

凶一七
凶九八
穴
-一一
中ハ三人
穴式
七
さ一七

一、}一宮一凶

主主三季五三

一七二
ニ-一

一九、(〕六六

-一一
一、
エ
四(〕

一品、九
()O

-一一、九九八

三一
-、一三八

三、四八人

一九、()七
O

一一

ユ
()、心室ハ丸一

二一弐一一石
一品一

ニO
、九七川八一

ニ豆
、忠
一ハιλ
一

ニ三
、七
}八一

〆・、
設、】，

1 

計
数
は
法
林
省
「
山
岡
家
経
済
調
出
品
」
に
よ
る
金
山
川
県
(
北
海
道
を
含
ま
な
い
)
農
家
の
一
例
措
別
当
り
支
出
A
R
削
捌
ハ
但
し
現
物
支
出
を
含
む
〉
。

実
質
比
較
の
デ
7
レ
I
M
F
-
は
ぬ
林
省
網
、
農
家
支
払
価
額
指
数
。

E 

件
費
目
別
に
み
た
消
費
支
出
の
動
向

更
に
一
歩
立
ち
入
っ
て
家
計
消
費
支
出
の
内
容
を
費
目
別
に
検
討
し
て
み
る
と
、
第

一一

表
、
第
一
一

一表
の
と
お
り
で
あ
る
。

ω
都
市
勤
労
者
世
帯
の
消
費
支
出
に
お
い
て
は
、
被
服
費
の
低
下
が
相
対
的
に
最
も
著
し

〈
こ
れ
は
五
月
以
降
名
目
的
に
も
実
質
的
に
も
前
年
の
水
準
を
相
当
下
廻
っ
て
い
る
。
飲

食
賀
の
支
出
は
名
目
的
に
は
低
下
し
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
殆
左
横
遭
い
と
な
っ
て
お

り
、
住
居
、
光
熱
費
、
雑
費
は
両
者
の
中
間
に
あ
る
が
、

ζ
れ
は
需
要
の
弾
力
性
の
差
異

(
第
二
表
)

ω
都
市
勤
労
者
世
帯
の
消
費
支
出
内
訳

月
八七六五四 三 二一

iJIJ 
月月月月月月月月

飲

食

費

九

年

八

年

八
、
八
O
四

九、
二
二

九

一
O
、二
一八
九

九
、
九
六
五

一
O
、
五
五

一

一
O
、
三
八
一

一
O
、
六
八
七

一
O
、
七
九

一

金
融
引
締
め
政
策
下
の
消
費
需
要
の
動
向

七
、
九
八
二
一

八、四一一一
一一一
一

九
、
三
九
五
一

九、

O
一
六
一

九
、
凶
一
一一四一

九、二一

O
八
一

九
、
七
七
五
一

九
、
九
七
二
一

住

居

光

八

年

二
、
二
ニ
五

二、

O
四
O

二、

O
五
六

二、

O
O九

一
、
九
三
=
一

二
二
九
七

二
、
三
四
五

二
、
五
七
六

(+) (+) (+) (吋(+)(サ(+)

一一一 一'国二二二二;Jt.幽 ;JL -t: 
・・・・・・.

1ーζL~~~~t..圃ろ一三- ~豆

(+) (+) (+) (+) (+) (+) 

一・回一

八・凶一
五
・一一
五
・凶一
七・二
七
・
二

(+) (+) (+) (+) (+)朴)(+) 

八
・三

苫
一・四一

七

-g
一
一0・-一
ι

八
・九
千

八
・

一

(+) (+) (吋(+)(+) (+) 

五
-
一
三
・七

0
・八
=一・六
z
・六
七
・3

を
そ
の
ま
ま
に
反
映
し
た
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
。
被
服
費
の
低
下
が
相
対
的
に
著
し
い
理

由
に
は
、
右
の
外
戦
中
、
戦
後
の
不
足
が
こ
れ
ま
で
に
か
な
り
充
足
さ
れ
て
き
て
い
る
こ

と
も
逸
せ
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

刷
出
家
の
消
費
支
出
の
中
で
も
減
少
の
度
合
の
最
も
著
し
い
の
は
被
服
費
で
あ
る
が
、
都

市
勤
労
者
の
家
計
に
お
け
る
程
顕
著
で
は
な
い
。
主
食
に
対
す
る
支
出
が
実
質
的
に
減
少

し
て
い
る
の
は
豊
作
に
よ
る
自
家
生
産
分
の
増
加
を
反
映
す
る
と
み
ら
れ
る
。

年
一

二
、
一}一万一八
一

一
一、
一一一一

一一一
一

二
、
一ニ
七
八
一

二
二

O
二
一

二
、ニ

O
一二
一

-
一、
四
一
一
一一一

一
一、五一
一一
一一
一一

ご
、
四
八
八
一

熱

費

九

被

同
駒
山
怖

"
目
川

年
一

二
、ニ

O
O
一

一、

λ
O八
一

二
、
六
回
九
一

二
、
五
九
七
一

二
、
四
五
五
一

三、

O
八
八
一

三
二
四
三
一

二
、
四
四
六
一

八

費

九二、
一
二
八
四

二
、
O
八
九

二
、
七
O
二

二
、
七
六
六

二
三
二
O

二
、
九
八
六

=一、O
四
七

-
一、一

O
一

年

そ

六、

O
四
一

一

玉
、
一
九
五
一

六、一

O
六一

五
、
九
五
六
…

六、

O
五
八
一

玉
、
八
四
七
一

六
、
九
六
三
一

七
、
O
八
五
一

八二
四
七

の

年

(
単
位

円他

九

年

七
、ニ

O
一一

六、
三
O
五

七、
一一
二

六

七
、
五
三
六

六
、
九
O
六

六
、
七
二
O

七
、
四
五
八

七、
一二
七
一
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そ
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こ〉

産
業

・
物
価
等

九
、
六
九
六
一

一
O
、
二
八
三
一

九
、
八
五
六
一

一
問
、
二
ニ
二
一

一O
、三
O
九一

一
O
、
六
九
O
一

一
O
、
O
七
三
一

一四、

0
.瓦
O
-

都
市
家
計
消
費
支
出
の
費
目
別
前
年
同
月
比
例
咽
減
率
(
銘
〉

一一一九

二一 0

月月 YJ月

(2) 

月

二 一 O

i月月月月月月日月月月月月|

|名

日IJ

一一 一九八七六五四 三二一

(第
二一
表
)

山
政
家
前
世
支
山
内
訳

月五四三二一

む日_~~J.._ _~~~J_一一一
a
-
a
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寸
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ι
 

五
、
三
五
一二一

五
、
四
七
O
一

7~ 

!.:I~ 

飲

日

一|食
実

e:" 

一
0
・=一

一
0
・五
一

一
0
・
六
一

一
0
・
五
一

一
一
・
八
一

一
一・
五
-

九
・三
一

八
三
一
一

六・
一一一一

一一一
・九
一

二
三
一

0
・六
一

九

"F 食

五五五五六

七六八五二
八五六八四
七三九二 O

e:" 6 

質

7

0
・
八
一

0
・四
一

一
・
ニ↑

0
・九
一
O
一

O
ニ
三

0
・
二

0
・
二

0
・主
0
・五
一

0
・三
一

一
・
七
一

賀

心、/.:>"" 6 ~I~ 
I~日!引

八八
四八 11，1三
六八.I I I I ' 

}¥ 

12 

二
、
五
二
一一
一

二
、
五
凹
四
一

二
、
六
回
二
一

四
、
O
三
八
一

イ主

居

心、ど~ 6 .6 

F
Fい
リ
吋ノ

目

一
実

一
0
・四
一

一
一子
問
一

一五
・七一

四
・
六一

一
三
・九一

九
・
八
-

八
・
O
一

一二
・回
一

て
七
一

四
二

一一

八
二

=

一一
・
λ
一

/::，.. 

食

五
、
八
六
五
一

五
、六
O
五
一

五
、
五
五

二

五
、
四
九
O
一

五
、
五
O
O一

九

1，1:' 

被

年

一
二

三
、
一
九
三
一

二
、
七
一点三
一

二
、
八
九
三
十

二
、
五
八
八
一

一
、九
五
六
一

三
、
四
八
O
一

二
、
四一
二
八
一

-
一、凶
二
七一

三
、九
二一一一
一

熱

質

一
名

0
・八一

四
会
一
一

八
・七一
一二一一

七
二

一

一一一・四一

一一・一
-一一

七
ニ
ハ一

五
・四
一

七
ニ

=

一
て
九
一

五
・問一

賛

心、，6 .6 6 .c.ミ 6

m 

}¥ 
二
、
七
三
二

二
、
内
六
九
一

二
、
一
三
ニ
四
一

二
、
一
一ニム
ハ一

目、
t
、，
U
t
u
-

-

?
ノ
E
寸
ノ
f
寸
J
-

七三三 二

ハ凶一六
O六五二
五四五九

被，6 .0.L::込 6 .6、£込.6、 ε注

一一・九

一
五
・五

一一・
o
六
・五

五
・九

一一一・
一一一

一一
一・
一

一
四
二

}一
一一一・
一二
一

五
二
ハ
一

一
八
・
四一

一
一一一・一
一一

資

:
 

L
t
 

|ヨ

一一・服

実

質

一
名

質

一

円
・五
一

一
九
・
二
一

九
・五
一

七
・九

一

一

二

・四
一

一一
二
・
O
一

四
二

一一

一
九
・
八
一

二一
ニ
二

0
・七一

二
六
・
五
一

一
九
・
O
一

一
0
・八

一

一

四

・

0
一

七
・六
一

六

二

一

一

四

・

九

一

八
・八
一

一一
一・五一

七・

三

二
二

一

一三
・二

一

四

・

O
一

0
・二

一
九
・
八

一

六

・七
一

0
・六
一

0
・一

二

七・
三
一

0
・六
一

ご
ニ
・七

一

三

-一二
一

ム

三
・O
一

七
・丸
一

一

了
五
一

A

三
・
三

二
、
O
一
七
一

二
、
九
七
入
一

二
、
八
二
八
一

六
、
六
0
・4
一

資

c，訟c，込.6. 6 乙弘 正斗 乙~ 6 正:". 乙ミ

三 |剖九 七八
一三三九 1.:I五E
I~ 五六七五 I ' 1" 
一一一一一:::"'-1--'1光

二 二 三 二 三 I. I熱
五六四九二 I7L 1 
一九 悶九 二|年|賀
七 三 六七六 I • 1 

剥f'I 

九

l¥ 

二
四
八

六
二
二

一O
一

六
、
三
六
九
一

六
、
一
六
七
一

九
、
二
ハ
O
一

そ

1:1 

笑

八
五
、
三
四
五
一

五、

一
五

O
一

六
、二
九
六
一

五
、
九
五
=
一

側
、
六
五
六
一

4

・.l
 

F
h
J
 の(

金
額
単
位 六

、
六
回
O
一

六
、八
一三

一

六
、三
六
八
一

九
、
三
九
O
一

-也，，唱E

ムム

|司

六
、
五
七
二
一

マム
ト
コ
L
」
と

司

J

E
寸
イ
ノ
一
ノ
-

七
、四

一
一
一

七、

O
一一一

一

凶
、
九
一一
δ
一

ブL

{I~ 



一一一 九八七六(2) 

。
一一

月月月月月月月

玉
、白七
六
四
一

五
、
六
七
八
一

五
、
七
八
二
一

五
、
ムハ
O
八
一

五
、
七

一
九
一

五
、
九
二
九
一

六
、
λ
λ
λ

一
| 六アミ五六五六

三 O 七 O 九一
九一 O二二 一
」一三一0五九 七回

二
十
九
年
中
の
対
前
年
同
月
比
(
%
)

食

月一一一九八七六五四三二 一

。
二

月月月月月月月月月 ~~~I fJlJ 

名 主

目

一
実

五
・六

五
・
八

ムハ
・一
四
・四

四
・三
一
・
七

五
・
一

七
・
八

~ 

!名

ムム ムムD.ムム

四
・
一一

四
・

o
一一・
九

一一
・
八

四
・五

四
・九

一
一・
五

九
・。

五
、
二

一一
一

玉
、
一
回
二

六
、
一
八
六

五
、
-
一
O

五
、
七
八
四

五
、
四
O
九

六
、
七
六
九

非

主

目

一
実

五
、
八
八
五

五
、
七
二
六

六
、
七
四
六

五
、
七
四
五

六、
三
七
八

五
、
九
七
七

同
要
約
披
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小
売
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況
面
か
ら
見
た
結
果
と
の
突
合

以
上
都
市
勤
労
者
世
帯
並
び
に
農
家
の
家
計
支
出
か
ら
み
た
消
費
需
要
の
動
向
を
要
約
す
る
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け
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都
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、
農
村
と
も
消
費
需
要
の
鈍
化
傾
向
が
明
ら
か

で
あ
る
。
特
に
都
市
に
お
い
て
そ
の
傾
向
が
著
し
く
、
そ
の
消
質
需
要
は
六
月
頃
ま
で
は

前
年
同
期
比

一
割
増
の
線
に
あ
っ
た
も
の
が
、
七
月
以
降
急
激
に
低
下
し
、
十
一
、

十
二

金
融
引
締
め
政
策
下
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消
費
需
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の
動
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6 c:，与と〉

の
両
月
は
前
年
同
月
以
下
に
落
ち
て
い
る
。
物
冊
変
動
の
影
響
を
捨
象
し
た
実
質
で
み
る

と
、
既
に
八
月
以
降
前
年
水
準
を
引
き
つ
づ
会
下
廻
る
に
至
っ
て
い
る
。

農
村
に
お
い
て
も
七
月
頃
か
ら
前
年
同
月
比
増
加
率
が
品
ち
て
い
る
が
、
そ
の
度
合
は

都
市
に
比
す
る
と
著
し
〈
軽
微
で
名
目
的
に
も
実
質
的
に
も
八
月
を
底
と
し
て
若
干
持
直

し
の
傾
向
を
さ
え
示
し
て
い
る
。

費
目
別
に
み
る
と
都
市
、
農
村
と
も
衣
料
品
に
対
す
る
消
費
謂
要
の
逓
減
傾
向
が
目
立

(ロ)

二
回
九



論

説
(
そ
の

こ
)

産
業

・
物
価
等

っ
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
を
小
売
売
上
高
の
動
向
と
突
合
し
て
み
る
と
、
家
計
支
出
統
計

の
方
が
消
費
需
要
の
減
退
を
よ
り
強
〈
現
わ
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
〈
。
例
え
ば
被
服
品
の

売
上
高
と
家
計
支
出
の
被
服
賞
の
消
長
と
を
対
比
し
て
み
る
と
後
者
は
十
月
以
陣
も
、
都
市

品
村
い
ず
れ
に
お
い
て
も
ひ

8
つ
づ

8
前
年
同
期
水
準
を
下
廻
っ
て
い
る
の
に
、
小
売
売
上
高

の
上
で
は
逆
の
附
係
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
地
方
都
市
或
は
郡
部
に
お
け
る
十
月
以
降
の
消
費

需
要
の
実
質
的
な
田
被
傾
向
も
小
売
統
計
に
お
い
て
よ
り
強
〈
現
わ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
差
興

が
見
出
さ
れ
、
厳
引
慣
に
は
符
合
し
な
い
点
も
あ
る
。
そ
れ
は
分
析
の
対
象
と
し
た
都
市
家
計
支

出
が
勤
労
者
世
帯
の
も
の
で
、
そ
の
他
の
家
計
を
含
ん
で
い
な
い
と
か
、
統
計
作
成
の
方
法
、

源
泉
が
全
然
別
個
の
も
の
で
あ
る
と
か
、
デ
フ
レ
1
タ
ー
が
異
な
る
と
い
う
よ
う
な
技
楠
的
な

点
に
基
〈
や
む
を
得
な
い
削
軒
と
み
ら
れ
る
。
大
ま
か
な
傾
向
と
し
て
は
、
利
用
に
柑
唱
え
な
い

程
の
峰
、
逃
い
は
な
ぐ
、
以
上
に
み
た
小
売
、
家
計
支
出
両
而
よ
り
の
分
析
か
ら
、
掛
川
到
需
要
の

増
勢
が
純
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
、
特
に
需
要
の
抑
力
性
の
大
き
い
商
品
に
対
す
る
そ
れ
が
衰
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都
市
及
び
農
村
家
計
支
出
の
季
節
変
動
指
数
と
そ
れ
で
訓
拡
し
た
支
出
指
数
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0
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0
0
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一一六
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一時ハ土一

二
九
・七

二
五
O

え
て
き
て
い
る
と
と
、
都
市
に
お
い
て
そ
の
傾
向
が
強
い
こ
と
、
物
価
の
低
落
が
消
費
水
準
の

低
下
傾
向
を
緩
和
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
推
論
し
て
も
さ
し
た
る
過
誤
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
(
註
)
。

(註〉

季
節
変
動
を
除
去
し
て
み
た
場
合
の
家
計
支
出
の
動
向

以
上
に
お
い
て
は
二
十
九
年
の
各
月
の
家
計
支
出
を
前
年
同
期
と
対
比
し
、
そ
の
増

減
阜
の
趨
到
に
避
い
て
支
出
の
助
向
を
知
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
率
的
変
動

が
除
去
さ
れ
る
迎
で
は
あ
る
が
、
次
に
附
和
二
十
六
年
乃
至
二
十
八
年
の
一-一
カ
年
に
つ

い
て
辿
環
比
率
法
に
よ
り
都
市
勤
労
者
世
帯
、
農
家
夫
々
の
家
計
支
出
の
季
節
変
動
指

数
を
求
め
、
と
れ
に
よ
っ
て
挙
節
変
動
を
除
去
し
て
み
る
と
第
一
一
一
一
楽
の
ご
と
く
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
み
て
も
都
市
家
計
の
消
費
支
出
は
、
四
月
頃
に
顕
を
釘
ち
、
爾
後

伸
び
悩
み
、
十
一
、
十
二
月
は
前
年
同
月
の
水
準
を
下
姐
る
に
至
っ

て
い
る
。
ま
た
農

村
世
仰
の
消
費
支
出
は
漸
増
の
傾
向
を
つ
づ
け
て
い
る
が
、
前
年
に
比
べ
増
勢
は
明
か

に
純
化
し
て
含
て
い
る
。
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国
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-
・
器
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一
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一ハ
・九↑

ハ
絵
〉
物
価
変
動
の
問
鐙
は
、
都
市
は
総
畑
仕
府
「
消
俊
樹
物
術
指
数
ハ
企

m
mど
縫
村
は
袋
総
省
「

a
a支
払
肘別
総
指
数
」
に
よ
っ
た
。

目
、
家
計
収
入
の
動
向
及
び
消
聾
支
出
と
の
関
係

そ
れ
で
は
以
上
に
み
た
よ
う
な
消
費
需
裂
の
増
勢
鈍
化
な
い
し
減
退
は
何
に
基
く
も
の
で
あ

る
か
。
い
い
換
え
れ
ば
そ
れ
は
購
買
力
の
減
退
に
よ
る
も
の
か
、
或
は
単
な
る
買
控
え
l
貯
蓄

性
向
の
向
上
ー
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
こ
と
が
次
の
謀
題
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
ど
う
し
て
も
所
得
の
動
向
を
た
ず
ね
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

可
処
分
所
得
の
推
移

そ
こ
で
先
ず
収
入
面
の
指
標
と
し
て
賃
畝
並
び
に
都
市
勤
労
者
の
家
計
収
入
及
び
農
家
収
入

の
実
績
を
み
る
と
、
第
一
回
表

ω乃
至
聞
の
と
お
り
で
あ
る
。

H 

賃
銀
の
動
向

第
一
四
表
の

ωは
、
労
働
省
剥
製
造
工
業
労
働
者
の
賃
銀
指
数
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ

ば
昭
和
二
十
八
年
中
の
名
目
賃
銀
は
前
年
同
期
に
比
し
概
ね
二
一
、
三
%
上
昇
し
た
線
で
推

移
し
て
い
た
の
に
対
し
、
二
十
九
年
の
そ
れ
は
、

Lイ)

一
l
一一一
月
の
前
年
同
期
比
一

一
%
高
か
ら

四
ー
六
月
は
λ
・
四
%
高
、
七
ー
九
月
は
五

・
七
%
高
、
十

l
士
一
月
は
こ

・
五
%
高
と
前

年
同
期
比
増
加
市
中
が
著
し
〈
逓
減
し
て
い
る
。
実
質
賃
銀
で
み
る
と
、
そ
の
傾
向
は
一
庖
顕

著
で
、
二
十
九
年
一
ー
一
一
一月
は
前
年
同
期
比
一

・
五
銘
問
、
四

l
六
月
は
逆
に

0
・
=
一
箔
ダ

ウ
ン
、
七
|
九
月
は

0
・
一
銘
ダ
ウ
ン
、
十
|
十
二
月
は
僅
か

0
・
一
銘
の
ア
ッ
プ
と
な
っ

金
融
引
締
め
政
策
下
の
消
費
需
要
の
動
向
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一回
・四

て
い
る
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(ロ)

都
市
家
計
収
入
の
推
移

次
に
都
市
勤
労
者
の
家
計
に
お
け
る
可
処
分
所
得
の
推
移
を
み
て
み
る
と
(
第
一
凹
表
の

や
は
り
二
十
九
年
の
前
年
同
期
比
増
加
率
は
前
年
に
比
し
目
立
っ
て
縮
小
し
て
お
り
、

そ
れ
と
同
時
に
、
月
の
進
む
に
つ
れ
て
逓
減
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
名
目
的
増
加
率
を
四

半
期
一
毎
に
拾
っ
て
み
る
と
、

二
十
九
年

一
i
三
月
は
一
三

・一

%
、
四
!
六
月
は
一
一
一一
・

間)、
五
%
、
七
|
九
月
は
四

・
二
%
、
十
l
十
二
月
は
三

・
六
%
と
な
り
、
数
値
自
体
は
賃
銀
に

お
け
る
そ
れ
と
異
な
る
が
、
傾
向
と
し
て
は
相
似
し
た
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
実
質

化
し
て
み
る
と
、
二
十
九
年
一

i
一一
一月
は
三

・
二
銘
ア
ッ
プ
、

四
ー
六
月
は
四

・
四
%
ア
ッ

プ
、
七
i
九
月
に
一

・
五
箔
ダ
ウ
ン
、
十
l
十
二
月
は
一

・
五
銘
ア
ッ
プ
と
な
り
、
前
年
同

期
を
上
削
っ
た
か
、
下
姻
っ
た
か
と
い
う
際
ど
い
点
で
実
質
賃
銀
の
助
き
と
喰
違
い
が
み
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
制
査
対
象
が
異
な
る
こ
と
か
ら
〈
る
や
む
在
得
な
い
誤
基
と
み
る
べ
舎
で

あ
ろ
う
。
都
市
勤
労
者
の
家
計
収
入
の
中
に
は
世
併
主
以
外
の
収
入
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
等
の
推
移
に
も
右
の
喰
違
い
を
説
明
し
得
る
程
異
な
っ
た
励
き
は
偲
め
ら
れ
な
い
〈
第

一
五
衰
)
。
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年
の
そ
れ
と
対
比
し
て
み
る
と
、

一

!一一
一
月
は
二
十
八
年
の
一

0
・
九
%
に
対
し
一
六

・

九
沼
、
四
ー
六
月
は
同
じ
〈

一
一
・
八
銘
に
対
し
一
二

・
四

%
、
七
!
九
月
は

一
=
・
六
銘

に
対
し
入

・
一-
一
沼
、
十
l
十
一
月
は

一一

・一
二
%
に
対
し
九

・
八
銘
と
七
月
以
降
若
干
増
加

率
が
狭
ま
っ
て
い
る
も
の
の
都
市
勤
労
者
に
比
し
て
は
著
し
い
好
調
と
い
え
る
。
凶
作
の
二

十
八
年
十
|
十
一
月
の
噌
加
率
よ
り
二
十
九
年
の
十
|
十
一
月
の
方
が
増
加
率
が
低
い
の
は

・

柱
白
を
ひ
〈
が
、
こ
れ
は
二
十
λ
年
の
十
|
十
二
月
期
の
哨
加
率
が
高
か
っ
た
と
と
の
方
が

一
脳
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
さ
て
お
お
C

実
質
収
入
で
み
る
と
、
一

ー
一
一
一
月
は
二

十
八
年
の
-
-
・
=
一%
に
対
し
、
二
十
九
年
は
一
一

・
五
銘
、
四
l
六
月
は
一

-
・
七
諸
に

(第

一
六
表
)

賃
銀
及
び
可
処
分
所
得
の
季
節
変
動
指
数
誼
び
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そ
れ
で
調
整
し
た
収
入
指
数

月
一
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対
し
七

・
三
沼
、
七
!
九
月
は
一

0
・
九
%
に
対
し
四

・
六
銘
と
夫
々
低
下
し
て
い
る
も
の

の
、
十
l
十
一
月
は
八

・
四
%
か
ら
九

・一

%
に
却
っ
て
増
加
率
が
高
ま
っ
て
い
る
。
消
費

者
物
価
の
低
落
の
た
め
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
(
註
〉
。

(
註
)
季
節
変
動
を
除
去
し
て
み
た
場
合
の
賃
銀
及
び
家
計
収
入
の
推
移

賃
銀
及
び
家
計
収
入
に
つ
い
て
季
節
変
動
指
数
を
算
出
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
季
節

変
動
を
除
去
し
て
み
る
と
、
第
二
ハ
表
の
ご
と
〈
で
あ
る
が
、
賃
銀
、
都
市
勤
労
者

の
家
計
収
入
、
農
家
収
入
と
も
二
十
九
年
は
前
年
に
比
し
増
勢
が
鈍
化
し
て
い
る
。

し
か
し
農
家
収
入
は
そ
の
度
合
が
相
対
的
に
み
て
若
し
〈
小
さ
い
。
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4詰|? ?守 ? ? 子子 ミf
f副 l 六一 一 五 o zu.問主主
1日
量担

金
者事
m 
、・'
Q 
繰
収
入
11 
，":1 
採
点
字A
価
税
指
数

ょ
っ
た

盤

一三
一一・-一

一ニ
一一・七

一回忌
・四

一二七
三

一一ニ
・九

一一-一d一-
A

ω
可
処
分
所
得
と
消
費
支
出
と
の
附
係

以
上
の
ご
と
く
消
費
岡山
裂
の
主
要
源
泉
た
る
都
市
勤
労
者
及
び
農
家
の
可
処
分
所
得
に
も
、

消
賀
招
要
自
体
の
推
移
に
貌
わ
れ
た
と
同
線
の
哨
鈎
鈍
化
傾
向
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
、
ま
た

都
市
勤
労
者
収
入
と
農
家
収
入
と
の
問
に
は
消
批
備
.
接
に
お
け
る
差
異
を
そ
の
ま
ま
裏
返
し
た

よ
う
な
相
違
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
消
費
需
要
の
動
向
が
結
局
所
得
の
動
向
を
そ
の
ま
ま

反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
限
り
に
お
い
て
は
至
極
当
然
の
こ
と

に
属
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
進
ん
で
可
処
分
所
得
と
消
費
支
出
と
の
推
移
を
比
較
検
討
し
て
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山

第

一
七
表
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
都
市
世
相
の
家
計
収
支
の
黒
字
額
は
一

l
一一一
月
で
昨
年

の一

、
三
八
八
円
に
対
し
木
年
は

一、

五
二
三
円
、
四

l
六
月
は
昨
年
五
、

-
四
八
円
に
対

し
て
木
年
は
六
、
九
七
九
円
、
七
|
九
月
で
は
昨
年
の
一一
一
、
六
一
二
円
に
対
し
て
三
、
九
五

八
円
(
C
-
p
・
I
の
他
上
は
二
十
八
年
九
月
ー
=
十
九
年
九
月
間
五

・
ご
銘
)
と
儲
か
な
が

ら
哨
大
し
て
い
る
し
、
出
家
世
情
で
は

一
l
E
月
は
卒
飾
的
に
赤
字
を
免
れ
な
か
っ
た
も
の

一
九
四
円
、

の
不
足
額
は
前
年
に
較
べ
て
相
対
的
に
減
少
ハ
木
年

一
|
五
月
の
赤
・
字
削
五
、

前
年
同
則
比
二
、
九
問
三
円
減
〉
六
月
以
降
は
mm字
削
が
大
腕
に
増
加
(
本
年
六
l
八
月

mM半

額

一
O
、
一
七
二
円
、

前
年
間
則
比
託
、
六

一
六
円
刷
〉
し
、
そ
の
結
果
は
都
市
、
山
村
い

ず
れ
に
お
い
て
も
貯
都
の
増
大
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。

第
て
八
表
は
二
十
九
年
各
四
半
期
の
可
処
分
所
得
、
消
賀
支
出
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
同
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則
比
増
減
山
市
・
を
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、

州
都
市
勤
労
者
の
場
合
、

一
ー
一一
月
は
収
支
が
問
取
を
以
て
増
加
し
て
い
た
も
の
が
、

四
|
六
月
以
降
漸
次
両
有
の
地
加
事
の
附
に
聞
き
が
で
き
、
消
質
性
向
が
減
退
し
て
い

る。川
門
院
の
家
の
場
合
も
ト
仰
の
傾
向
に
変
り
な
く
、

市中を一
卜
畑
っ
て
い
る
。

間

二
十
九
年
中
の
可
処
分
所
得
の
配
分
状
況
の
推
移
を
四
半
期
毎
に
前
年
と
比
較
し
て
み

る
と
、
第

一
九
表
の
ご
と
く
で
あ
り
、
都
市
勤
労
者
世
帯
の
場
合
二
十
九
年
各
凹
半
期
の
消

費
支
出
の
制
合
は
、
第

一
四
半
期
以
外
、
前
年
同
期
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
。

特
に
第
四
四

半
期
に
お
け
る
そ
の
低
下
が
著
し
い
。
農
村
の
場
合
も
同
線
で
あ
る
が
、
そ
の
低
下
の
度
合

は
都
市
勤
労
者
の
場
合
に
比
べ
る
と
著
し
く
微
少
で
あ
る
。

右
を
迎
返
せ
ば
大
休
貯
格
率
の
変
化
が
示
さ
れ
る
わ
け
で
、
都
市
勤
労
者
の
場
合
=
十
九

年
各
四
半
期
の
貯
帯
率
は
前
年
同
期
よ
り
日
く
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
刷
を
遜
っ
て
同

〈
な
っ
て
い
る
。

消
費
支
出
の
制
加
半
は
常
に
所
倒
刊
の
酬
明
加

史
に
各
凹
半
則
停
に
前
年
同
州
に
比
し
て
所
仰
の
増
分
Mm
消
貨
と
附
都
と
に
如
何
に
配

分
さ
れ
た
か
を
み
て
み
る
と
、
抑
ニ
O
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

M
哉
の
比
叡
は
可
処
分
所
得

の
増
分
に
対
す
る
比
郡
山
宮
山
す
も
の
で
、
こ
れ
は
と
り
も
臨
さ
ず
限
界
消
飢
性
向
、
限
界
貯

(4) 部
率
で
あ
る
が
、
前
者
の
減
退
と
後
者
の
増
大
の
傾
向
が
明
怖
に
期
わ
れ
る
。



と
れ
等
の
諸
表
は
い
ず
れ
も
可
処
分
所
栂
の
増
加
の
割
に
消
費
支
出
が
増
加
し
な
か
っ
た

こ
と
、
そ
の
傾
向
は
問
|
六
月
以
降
に
現
わ
れ
、
昨
年
下
期
よ
り
特
に
顕
著
と
な
っ
た

と
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(
第
一
八
表
)

都
市
勤
労
者
及
び
農
家
の
可
処
分
所
得
と
消
費
支
出
の
前
年
同
期
比
増
減
率
対
比

都

市

宮|己七四
l収I1 1 
入 l一
弘|二九六三
足|月月月月
分 !
所
得

支
出
は
f開
償
支
出
を E一一一一一一一一_.ーー
と
る

月

(
第
一
九
表
)

年 I(1) 

)]IJ 

JIJ( 

名

一一
一一
・
一

二
子
五
四
・=

一一
一・ムハ

勤

労

」→-_1者

家

j民
実

a、

日

入

支

出

都
市
勤
労
者
世
帯

可
処
分
所
得
に
対
す
る
消
費
支
出
と
貯
蓄
増
減
額
の
割
合

別

項

目

企与

}一一一
・
一

一一

・六

一
子
九
一
・

o

消

費

支

出

貯

蓄

増

減

額

右
以
外
の
収
支

可

処

分

所

得

消

費

支

出

貯

蓄

増

減

額

右
以
外
の
収
支

可

処

分

所

得

消

費

支

出

貯

蓄

増

減

額

右
以
外
の
収
支

可

処

分

所

得
別

金

額

五
六
、

O
凶

O
一

て
六
七
八
↑

一

て
七
一

O
一

一

五
九
、
四
二
八
一

一

六
二
一
、
四
回
O
一

一

二、
四
二
九一

一
付

九

O
六一

H

一

六
四
、
九
六
三

四
六
、
三
六
三
一

五
九
五
一
六
O
一

四
七
、

O
一八一

金

融

引

締

め

政

策

下

の

消

蹴

需

要

の

動

向

月

比

市
平

%一

九
八
・六
一

-
・一-一一

0
・
二

一0
0
・0
一

九
四
・一一一一

一一
・
入
一

一一
・九
一

一0
0
・0
一

九
七
・六
一

子
七
一

一
・一
一一一

一0
0
・0
一

収

入

支

一一一二一

四
・回
一
・五
一
・五

6 ゐ
!日目

金

額

四
九
、
四

O
八
一

五
O
二
一

二
、
二
五

O
一

五
二
二
六

O
一

五
九
、
八
九
八
一

二
、
二
三

O
一

二
、
九
一

λ
一

六
五
、

O
四
六
一

六
六
、
八
三
九
一

三
、
一
O
九
一

一ニ
、
八
七
O
一

七
=
て
八
一
八
一

支

質
出

収
名

一-一
・一一一

一一
・七
了
八
一一一
・
o

ーーーーー_._，_ ノ、

月

上じ

率

%
 

九
四
・七
0
・九

凶
・
四

一0
0

・。

0 九 10 九
O五四 010四 三 ニ
O三二五 10五四一

家 i

入

支

一
六
・九

一
二
・四

八
・=一

九
・八

七

金

額

五
て
三
四
九

一
、
五
五
五

て
六
七
λ

五
回
、
五
八
ご

六
五
、
三
七
二

二
、
九
七
五

六
四
七

六
八
、
九
九
四

六
七
、九
二
三

一一
一、
九
五
二六

七
て
八
八
一

家
目
出

一一
一一・一一一
一0
・五
斗ハニ一七ニ

-・ブL

月

L
v
u
 

s
r
b
 

E事

九
四
・
以

一O
恒心一

九
四
・八
一

四
・一-一一

0
・丸
一

一0
0
・0
一

九
四
・五

五
・五

一0
0

・。
収!

JIJ( 
実

入

一一

・五

七
・=
一

回
・占ハ

九
・
一

。
金

額

六
七
、

O
九
七
一

て
五
七

O
一

一、
玉=一

O
一

七
O
、
一
九
七
一

七
九
、
四

一
五

二、

O
九
五

三
、
七
九
九

八
五
、
三

O
九

七
八
、
六
O
一

四
、
五
O
九

五
、
一
一
九
六

八
八
、
四

O
六

二
五
九

支

八
二
五
・
五

一一
・
占ハ

ムハ
・
主

ハ
金
額
単
位

円
月

比

率
必

九
五
・
五

一
一・一一一

一
一・一

一

一0
0

・。

九
三
二
一
一
-z

四
・四

一0
0

・。

八
八
・九

五
二
六
・
o

一0
0
・0



論

(2) 

~・.
1覧

年

説
(
そ
の

一一、-J
産
業

・
物
価
等

0二八
?子子守|率
。六七 -9~I

金

月八
三
・
五一

七
・
0
一

=
=
一・五
一

)
0
0
・0
一

八
三
二
二
一

五
・
-
一

二

一
・
八
一

一0
0
・0
一
九二六 |八二六|八二五
二三四五 |五一 二 一 |一四二四

六 O六 0 1五四八 二 1000九，
七 一 四二 i四四九 01七三九 三 !額
』五二:__P-9♀ 句ー互1L0 ""f:.. L.:士一主主主ー|一一l九

七

月

L
v
u
 

a
r
b
 

率
%
 

ムハ七
・
入

一
一・
ムハ

二
九
・
六

一0
0

・。
二
六

OO
ー

金

額

(
壷
額
単
位
.
円
)‘

月

比

率
町
泊

五
0
・五

二
二
・五

二
七
・
O

一0
0
・0

~ 

翁え項

L

T

 

%
一

一

八
0
・五
一
五
二
、
六
九
六
一

-
一・九
一
付
五
、
三

O
五
一
付

一
七
・九
一
一
一
一一
、
八

一
円八一

一
0
0・
0
一

六

三

5
九一

八=一
ム
ハ
一
五
七
二

七

ニ

六
二
ニ
一
付
四
、
八

O
五
一
付

二
二
・
七
一
一
六
、
一
O
七一

一
0
0・
0
一

六
八、
四
七
一
ニ
一

六
三
、
ニ

O
二

付
一
ニ
、
九

O
六
一
付

一
六
、
五
九
O
一

七
五
、
八
八
五
一

七

了
五

一一
一・
四

二
五
・
一

一0
0
・0

七
0
・二
一

五
・
O
一

二
四
・
八一

一0
0
・0
一

三
九、
ニ
O
九

一
七
、
四
八
五

二
O
、
八
八
O

七
七
、
五
七
四

四
四
、

二
二
六

一
七
、
三一

一八

二
O
、
六
四
四

八
二
、
一
O
八

五
一一一
・七

一
一
一
・
一

二
五
・
二

一0
0
・0

四
七
、
二
八
七
一

五
二・
四

二
O
、
一
八
二
一

三
二・
四

二
二
、
六

七

五

一

二

五

・
一
一

九
O
、
一
四
四
一

一
0
0・
0

。

門
誌
M

右
以
外
の
収
支
と
は
相
川
市
の
栂
合
は
則
論
期
減
を
脈
い
た
財
底
的
収
支
問
定
資
産
の
勝
入
、
先
却
、
借
入
金
の
備
削
減
給
、
農
村
の
場
合
に
は
お
の
ほ
か
農
業
支
出
忍
び
農
外
事
業
支
出
を
含
む
の

(
第
二

O
表
)
都
市
勤
労
者
及
び
農
家
の
限
界
消
費
性
向
説
ぴ
に
限
界
貯
蓄
性
向
の
推
移

ω
都
市
勤
労
者
の
場
合

一
年
一

i

!

一

一
|
一
一
-

月

一

四

|

六

月

一

七

|

九

月

一

一

一

一別
一
娘

三

叫

1
1川
副
|一ー
ペ
バ
司
|
糾|司
|
引
ペ
イ
一付
額

一，比率

ーーJtI
l
l
i
-
-
li
l
i
-
-
」
l
1

門
一

一

巴

一

円
寸
sil
l
1
1
1J
I
l
-
-

門一

一
二

一
可

処

分

所

得

の

噌

加

一

一

二

、
凹
一

O
一

一
0
0・0
一

三
一、
八
八
六
一
一

0
0・
ρ
一
回
、
四

一
一一
一

一
0
0・
0
一

一

五、

一
一一

一一

一
0
0・
0
一

一
八

一

消

費

支

出

の

増

加

一

九

、

六

七

七

一

七
八
・O
一

一
O
、
四
九

O
一

八

一

・

問

一

一
回
、
O
一

二

三

九

七

・
三
一

一
二
、
一
一
一
一
八
一
八
一

・五
一

一
年

一

貯

蓄

の

増

加

一

て

O
八
三
一

八
-点

一、
七
二
八
一

一
三
・四
一

て

四

=

o

一

九

・九
一

五

二

五

一

一

二

・五
一

つ
斗
引
引
引
引
ぺ
J
引
引
寸
引
引
っ
バ
引
寸
」
引
引
っJ
引
斗
J
引
判
」
引
っ
J
M
引o一

一
九

一

消

費

支

出

の

増

加

一

七
、
凶
O
O一
二

三

一

一・
七
一

六
、
九
四
二

t

七
九
・
二

二
、
五

五

二

八

烈

・

四

一
ーぶ

八

「

四

一

・6A

.

二
六
二
三

厄

一

貯

訴

の

増

加

一

七

五

二

三

・六
一

八
七
九
一

一
0
・
0
一

九

七

主

一

一

一

一一
τム

二
、
四

一
四一

μ七
・九
一

(
従
)
可
処
分
所
秒
、
消
代
文
山
山
、
昨州
議
の
各

m加
分
は
前
年
同
州
に
比
し
て
の
羽
加
分
で
あ
る
。
消
質
文
山
の
別
加
分
と
財
務
の
術
劇
分
と
の
合
計
が
可
処
分
所
得
の
酬
明
加
傾
に

一
致
し
な
い
の
は
そ
の
他
の

M
-
M的
収
支
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

月

四

JjJJ 

目

五
七
、
O
九
二
一

村

二

、
O
四
八
一
付

一
五
、
八
三
八
一

七
O
、
八
八
二
一

一

六

四
、
四
一
一一一一

一
八
円
四
、
八
八
六
一
一円

一

一
七
、
五
五
四
一

一

七
七
、

0λ
二

一

七
二
、
九
九
九
一

一
付

一
二
三
一
一
付

一

一

七
、
六
七
四
一

一

八
九
、
五
四
二
一

八
一

・
五
一
・一一一

一
九
・
八

一0
0

・。 金

額

金

額

4
VU
 

L
ル

消

費

支

出

貯

蓄

泊

減

額

右
以
外
の
収
支

可

処

分

所

得

消

費

支

出

貯

蓄

増

減

額

右
以
外
の
収
支

可

処

分

所

得

消

費

支

出

貯

蓄

増

減

額

右
以
外
の
収
支

可

処

分

所

持

月



一

回

可

処

分

所

得

の

増

加

一

六
、
一
九
九
一

消

費

支

出

の

桶

加

一

七

、

三

二

二

貯

蓄

の

増

加

一

心

一
一
、
八
一
二
八
一
ム

一
可
処
分
所
得
の
増
加
一
一
一
一
、
四
六

二

一
0
0
・。

一
消

費

支

出

の

駒

加

一

八

、

五

八

六

一

六
人
・九
一

一
貯

蓄

の

増

加

一

一

一

一

、

七

五

五

一

一一一
0
・
ニ

消
興
支
出
の
治
加
分
と
貯
謡
の
場
加
分
の
合
計
が
可
処
分
所
得
の
治
加
判
明
に

一
致
し
な
い
の
は
、
そ
の
他
の
財
・
話
的
収
支
及
び
農
薬
支
出
、
耐
脳
外
事
業
支
出
が
あ
る
た
め
で
ある。

(2) 

農

家

の

場

合

月

lt 

率

四

金

円

七
、
二
六
凶

年J3IJ 

檎

額

一0
0・。

一
一
八
二

四
五
・
八

額

要

A 
= 

八

六、

O
三
O

ー、
'
U
E
b
-

7
〆
，
寸
ノ
，
サ
ノ

王
、

む

す

以
よ
極
〈
概
略
な
が
ら
小
売
市
況
面
並
び
に
家
計
支
出
の
両
面
か
ら
消
費
需
要
の
動
向
を
探

り
、
進
ん
で
家
計
収
入
と
消
費
支
出
な
い
し
貯
蓄
の
傾
向
を
み
た
。
資
料
の
制
約
も
あ
り
、
指

め
て
大
雑
把
な
分
析
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
綿
な
か
っ
た
が
、
ど
う
や
ら
は
し
が
き
に
お
い
て
提

起
し
た
問
題
に
対
す
る
答
を
拙
き
出
す
べ
き
段
階
に
来
た
よ
う
に
思
え
る
。
所
持
階
層
別
の
家

計
収
支
の
分
析
、
貯
蓄
の
内
容
等
な
お
進
ん
で
検
討
す
ベ
含
問
題
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
一
応
の

結
論
な
導
き
出
す
な
ら
ば
、
決
の
ご
と
く
で
あ
る
。

山

消

費

需
.
撲
は
二
十
九
年
四
|
六
月
以
降
哨
勢
が
鈍
化
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
応
所
得

自
体
の
増
勢
鈍
化
に
基
い
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
所
得
の
増
勢
鈍
化
は
、
特
に
都
市
勤
労

者
の
場
合
顕
著
で
、
こ
れ
は
金
融
引
締
め
政
策
の
結
果
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て

消
費
需
要
の
伸
び
悩
み
は
金
融
引
締
め
政
策
の
所
得
効
果
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
と
い
え

る
。
こ
の
こ
と
は
所
得
の
増
勤
前
化
の
度
合
の
少
い
農
村
に
お
け
る
消
費
需
要
が
所
得
仲
悩

み
傾
向
の
強
い
都
市
に
お
け
る
よ
り
相
対
的
に
括
海
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
明
ら
か
で
あ

る。
q
L
 年九年

び

し
か
し
な
が
ら
は
し
が
き
で
述
べ
た
よ
う
な
所
得
の
絶
対
的
減
少
に
よ
る
消
費
需
要
の

金

融

引

締

め

政

策

下

の

消

費

需

要

の

動

向

_L 
/， 

三281六さ 81官
三旦ふ~I_i_夫ム| 平|一

金

て
七
五
四
一

六
、
ご
六
八

七
九
五

二 五 01一四 O
四 三 01七 o0 
六 3i.ム!ムニーιl一「

c>. 

四

四
七 !額

四国旦|一一l九

七

月

月

比

比

率

七
、
二
一
一

O
一

三
、
入
一
四

金

iiiljiil竺li
-
0
0
・0
一

月
率

一
O
八
・七

ブし コ一
・
五

一0
0・。

三
五
・五

減
退
と
い
う
意
味
で
の
一所
得
効
果
は
こ
の
小
論
に
利
用
し
た
統
計
に
現
わ
れ
た
限
り
で
は
、

あ
ま
り
・認
め
ら
れ
な
い
。
賃
銀
、
都
市
勤
労
者
の
収
入
が
実
質
的
に
前
年
同
月
を
下
廻
っ
た

時
期
が
あ
り
、
右
に
い
わ
ゆ
る
所
得
効
果
と
し
て
の
消
質
減
退
も
明
ら
か
に
閉
め
ら
れ
る

し、

ま
た
以
上
の
統
計
に
現
わ
れ
な
い
部
面
で
、
例
え
ば
失
業
に
よ
る
所
得
減
な
ど
か
ら
そ

う
い
う
現
象
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
し
か
し
大
勢
と
し
て
み
れ
ば
、

右
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
所
得
効
果
と
し
て
の
消
費
補
要
の
減
退
は
、
少
く
と
も
以
上
の

諸
統
計
よ
り
み
る
限
り
、
そ
れ
は
支
配
的
と
は
い
え
な
い
。

則
金
融
引
締
め
政
策
の
消
費
補
援
面
に
対
す
る
支
配
的
な
影
響
は
、
価
特
効
果
と
し
て
の

そ
れ
で
あ
り
、

二
十
九
年
四
|
六
月
以
降
に
な
っ
て
よ
う
や
〈
現
わ
れ
た
消
費
需
.
挫
の
減
退

傾
向
は
、
主
と
し
て
価
格
効
果
に
よ
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
と
の

問
貯
蓄
率
が
顕
著
に
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り
も
雌
弁
に
立
証
し
て
い
る
。

尤
も
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
所
得
は
増
勢
が
鈍
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、
絶
対
的
に
は
や
は
り

増
加
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
所
得
が
増
加
し
た
場
合
、
貯
諮
市
中
が
高
ま
る
の
は
む
し
ろ
常
態

で
あ
り
、
特
に
金
融
引
締
め
政
策
の
価
格
効
果
と
い
う
に
は
当
ら
な
い
と
い
う
反
論
が
山
る

か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
例
え
ば
都
市
勤
労
者
の
家
計
収
支
に
お
い
て
、
十
!
十
二
月
の
実

一
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質
収
入
が
前
年
間
則
よ
り
一

・
.1
銘
増
加
し
て
い
る
の
に
、
実
質
支
出
は
三
%
ダ
ウ
ン
に
抑

え
ら
れ
て
い
る
。
名
目
収
支
で
い
え
ば
収
入
は
三

・
六
銘
ふ
え
て
い
る
の
に
支
出
は
一
劣
低

い
線
で
止
め
ら
れ
て
い
る
が
ご
と
会
は
金
融
引
締
め
政
策
の
価
格
効
果
を
導
入
し
な
け
れ
ば

解
き
得
な
い
と
と
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
貯
蓄
率
向
上
の
度
合
の
顕
著
さ
か
ら
み
て
も
、
そ
の

向
上
が
言
い
扱
え
れ
ば
消
費
需
要
の
鈍
化
が
金
融
引
締
め
政
策
の
側
特
効
燥
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
な
容
れ
な
い
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
附
け
加
え
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
側
絡
効
果
と
い
う
場
合
二
つ
の
意
味
を

持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
は
側
絡
の
下
落
に
伴
い
実
質
的
消
費
を
切

詰
め
る
こ
と
な
〈
支
出
を
節
約
せ
し
め
る
効
果
(
こ
れ
は
他
γ

幽
か
ら
い
え
ば
価
格
効
果
に
よ

る
実
質
所
得
圧
縮
の
減
殺
で
あ
る
)
、

一
つ
は
先
安
期
待
に
基
〈
買
控
え
を
誘
う
効
果
で
あ

る
。
前
者
は
価
格
下
落
の
著
し
い
衣
料
品
等
に
つ
い
て
八

l
九
月
以
降
に
窺
わ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
全
般
的
に
見
れ
ば
そ
う
い
う
意
味
で
の
仰
柏
村
効
果
は
未
だ
少
い
よ
う
に
思
え

る。さ
て
以
上
の
ご
と
含
判
断
が
容
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
然
次
の
こ
と
が
将
さ
出
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
金
融
引
締
め
政
策
の
縮
製
抑
制
効
果
は
、
消
賀
市
要
に
関
す
る
限
り
安
EM
広
が
高
い

と
は
必
ず
し
も
い
い
難
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
縦
し
別
賞
悩
要
の
増
加
は
抑
え
ら
れ
た
が
、

こ
の
間
潜
在
附
貿
カ
は
明
ら
か
に
増
加
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
最
後
に
附
け
加
え
て
世
き
た
い
と
と
は
、
先
に
も
一
寸
述
べ
た
と
お
り
、
一

部
に
は
所

得
の
減
少
か
ら
か
な
り
の
消
費
の
切
詰
め
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人
々
が
あ
り
、
部
分
的
に

は
右
に
み
た
以
上
に
、
所
得
効
果
と
し
て
の
消
賀
市
.些
の
圧
縮
も
行
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
大
動
と
し
て
の
判
断
は
叙
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
間
に
お
け
る
服
騨

の
川
凹
の
制
燃
は
、
今
後
の
毘
援
な
献
姐
と
考
え
ら
れ
る
。
(
小
林

・
伊
賀
)


